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謹 賀 新 年 

 
新年、明けましておめでとうございます。 

平素は、生涯学習推進にご尽力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

旧年中は、各自治会等に取材にお伺いし、また、ご報告いただきました活動を、生

涯学習推進活動だより「自遊学」に掲載させていただきました。 

本年も、事前にご連絡いただければ、時間の許す限り取材に伺い、それぞれの活動

を「自遊学」に掲載し、紙面交流をしていきたいと考えています。皆様からのご連絡

をお待ちしております。 

また、団体交流室では、５名の相談員が生涯学習推進にかかる情報提供や相談活動

を行っています。各地域・自治会等で講座をお考えの際には、講師のご紹介もさせて

いただいています。是非、バンビオ１番館中央生涯学習センター 

６階団体交流室にお越しください。 

皆様のご多幸とご活躍をお祈りいたしますとともに、校区並び 

に自治会での生涯学習がますます活発になりますようご期待申し 

上げます。 

本年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

神足小校区  「神足ふれあい広場」 
  

 10 月 26 日(土)、「神足ふれあい広場」が開催されました。 

「人と人がふれあうコーナー遊び。上級生も下級生も、 

一緒になって楽しみましょう。」との開会のあいさつで 

始まりました。 

第１部は、長岡中学校吹奏楽部による演奏です。軽快な 

「ミッキーマウスマーチ」から始まって「嵐メドレー」 

へと続き、会場からも手拍子が沸き起こり、会場が一体 

となって演奏を楽しみました。「日本昔話」の曲では、６名の児童が

吹奏楽部員の前に立って指揮者体験しました。 

第２部は、いろいろな遊びのコーナーで楽しみました。「ビーンボウ

リング」「わなげ」「ストラックアウト」や木工作など、子どもたちは、

お目当てのコーナーを次々と回って楽しみました。 

楽しい時間はあっという間に過ぎ、とても楽しい一日となりました。 

 



【問合せ】 長岡京市教育委員会 生涯学習課生涯学習・文化財係 電話：075-955-9534  ＦＡＸ：075-954-8500 

                                                         EMAIL：syougaigakusyu@city.nagaokakyo.lg.jp 

 

 

【ご案内】 
生涯学習課では、各自治会等での取組を「生涯学習活動だより『自遊学』」に随時掲載し、各自治会

にお届けしています。 
各自治会等で取組を実施されます際には、日時・内容等を事前にご案内いただけましたら取材に伺い

ます。また、お伺いできなかった取組につきまして、内容等を事後にご報告いただきましたら、「自遊
学」でご紹介させていただきます。 

北開田自治会 「北開田文化祭」 

 11月 1日(金)から３日(日)の３日間、北開田文化祭が開催されまし

た。 

「髙めよう文化、広げよう地域の輪」をスローガンに、第 33回を迎え

たこの文化祭は、回数を重ねることに周辺地域の方だけでなく、本市

全域からの出展や参加も増えてきました。 

今年も、地域の方々の作品をはじめ、深田保育所園児や長六小、長

岡中の児童生徒、近隣の府立高等学校生徒の作品も含め、写真や絵画、

陶芸、書など多くの力作が、約 900点展示されました。作品展会場で

は、多くの人たちが一つ一つの作品をじっくりと鑑賞されていました。 

 ３日(日)には、北開田児童館において、深田保育所園児の可愛らし

い発表や児童館ヒップホップダンス教室のリズムに乗ったダンス、響  

太鼓の勇壮な和太鼓の演奏が披露されま

した。 

また、北開田会館駐車場では、うどん 

やフランクフルトなどの模擬店が出店さ 

れ、多くの方々のにぎやかな声が響き渡 

り、一日中絶えませんでした。 

河陽が丘自治会  きずな出前講座 

「『麒麟がくる』が 来る前に 」 
  

 
令和２年大河ドラマ「麒麟がくる」。放映決定を受け、旧年中より勝

竜寺城公園のリニューアルや市民向け講演会の開催など、盛り上がり

を見せています。河陽が丘自治会では、11 月 20 日(水)、大河ドラマを

楽しむために基礎知識を得ておこうと、出前講座が実施されました。 

お話しいただくのは、大河ドラマプロジェクトチームの桝次智哉さ

ん。午後２時からの開講時刻でしたが、15 分前には 20 名を超える聴

講者が集まりました。桝次さんからは、明智光秀の生涯や長岡京市と

大河ドラマの関わり・ドラマの見どころなどについて、わかりやすく

お話しいただきました。「明智光秀のイメージは？」の問いに「頭のい

い人」との会場からの声に、「裏切り者というイメージの答えが返って

くることもしばしば」と桝次さん。「『麒麟』は中国の空想上の動物で、

戦乱の世に天下を束ねる覇王のもとに現れる」という説明や勝龍寺城

は当時の最新技術を結集した最先端の城であったこと、また、ガラシ

ャ祭のモチーフとなった細川忠興とお玉のお話など、受講者は頷きな

がら次々と紹介されるお話に聞き入っておられました。 

 講演後には、受講者からの質問コーナーもあり、興味深い学びのひ

とときとなりました。 

 


